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この学園で宗教を学んで

私は中学校から高校まで6年間宗教を学んできました。最初は宗教って何を勉強するの

か、また宗教のイメージは、私にとっては硬い印象で様残な宗教についての価値観などを
学ぶのかなと思っていました。しかし学びを深めていくうちに、宗教は、自分の思っていた
学びよりも違う、私にとって大切な宗教の時間に変わりました。キリスト教についてはもちろ
んのこと、命の大切さ、尊さ、他者への思いやりなど道徳的なことも学びました。私は宗教
を学び始めてから6年間、沢山の困難、辛いこと、悲しいこと、友人関係に悩んだり、自分

自身がよくわからなくなってしまったり、沢山のことに思い悩まされた時期もありました。しか
し、宗教の授業を通して、特に情緒が不安定な時、本当に助けられました。宗教の授業で
自分自身を再確認できたり、聖書の言葉やその授業で学んだ内容がその時の自分の状
況にあてはまったりした時は、心が軽くなったことが何度かあり、その時の気持ちは今でも
覚えています。また、宗教音楽という特別な授業は仙台白百合学園だからこそ受けること
ができる大切な授業だと思います。卒業後は、宗教、宗教音楽の授業をうけられないのは
とても悲しいです。私を支えてくれ、沢山のことを学ばさせていただいたことを胸に留め、
大学生活も頑張りたいと思います。 （松井ももさんは、現在、東北薬科大学で学んでいます。）


